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  ク

イ
ズ

de
よこ

ぜ「
これ

があるのはどこでしょう？」こた
え
は
裏
表
紙

P.2 P.5

７名の議員が登壇
町の考えを問う［一般質問］

P.4

審議した議案とその結果
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表
議
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受
け
入
れ
た
７
３
８
万
円
の

ふ
る
さ
と
納
税
へ
の
町
の
コ
ス
ト
は
。

 

返
礼
品
の
報
償
費
が
２
３
８
万

円
で
す
。

 

町
民
に
よ
る
他
市
町
村
へ
の

寄
附
金
に
よ
る
影
響
は
。

 

他
市
町
村
へ
の
寄
附
金
は

９
４
５
万
円
で
す
が
、
交
付
税
措

置
等
に
よ
り
実
質
的
な
税
収
の
減

収
額
は
１
０
２
万
円
で
す
。

 

創
業
資
金
借
入
利
子
補
給
制

度
は
商
工
会
議
所
も
し
て
い
る
。

実
績
２
件
で
４
万
４
０
０
０
円
な

の
で
、
申
請
す
る
手
間
、
受
け
付

け
る
町
職
員
の
手
間
を
考
え
て
や

め
た
ら
ど
う
か
。

 

町
と
し
て
中
小
企
業
支
援
を

行
う
姿
勢
を
示
す
意
味
が
あ
り
ま

す
。 

不
用
額
に
つ
い
て
使
う
必
要
が

な
か
っ
た
場
合
と
、
執
行
で
き
ず

サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
た
場
合
と
あ

る
が
、
予
算
は
単
一
年
度
で
執
行
・

還
元
し
、
地
域
経
済
を
回
す
の
が

基
本
と
考
え
る
が
、
町
は
ど
う
か
。

 

不
用
額
は
適
正
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
要
因
と
し
て
「
節
約

で
き
た
」「
や
ら
な
か
っ
た
」が
あ
り
、

「
や
ら
な
か
っ
た
」
を
極
小
化
す
る

よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。
貯
蓄
を

し
て
将
来
に
備
え
る
の
も
大
切
な

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
一つ
で
す
。

平成29年度  決算

平成29年度決算に関して議員はココを聞きました（抜粋）

使ったお金（歳出）
民 生 費 9億0958万9345円
総 務 費 6億3604万8476円
土 木 費 4億0258万7919円
教 育 費 3億8644万3018円
公 債 費 2億9292万2624円
衛 生 費 2億2554万7713円
消 防 費 1億9438万7056円
農林水産業費 7882万8974円
議 会 費 6324万4400円
商 工 費 5045万6842円
合　計 32億4005万6367円

入ったお金（歳入）
自
主
財
源 

46.8%

町 税 11億6760万7983円
繰 越 金 1億7038万9810円
繰 入 金 1億0287万7812円
そ の 他 1億6781万2623円

 

依
存
財
源 

53.2%

地方交付税 9億9745万1000円
国庫支出金 2億7069万9484円
県 支 出 金 1億5530万7432円
町 債 2億1586万1000円
そ の 他 1億8747万6000円
合　計 34億3548万3144円

平成29年度 一般会計

町町ののお金お金のの
使い方使い方ををチチェッェックク

ふるさと納税返礼品（一例）ふるさと納税返礼品（一例）
安
全
運
転
を
徹
底
し
、
事
故
の
減

少
に
鋭
意
努
め
て
い
き
ま
す
。

 

地
域
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
助
成
事

業
補
助
金
の
利
用
率
が
上
が
ら
な

い
が
取
り
組
み
は
。

 

今
後
も
さ
ら
に
Ｐ
Ｒ
を
進
め

て
、
利
用
を
増
や
し
て
い
け
た
ら

と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

第
二
校
舎
設
計
委
託
に
お
い

て
、
小
学
校
改
修
工
事
設
計
委
託

料
を
ど
の
よ
う
に
支
払
っ
た
の
か
。

 

第
二
校
舎
設
計
委
託
は
、
６
月

27
日
に
７
７
７
万
６
０
０
０
円
で
契

約
。
南
側
廊
下
増
築
は
11
月
20
日

に
２
６
９
万
９
０
０
０
円
の
増
額
変

更
を
行
い
ま
し
た
。
最
終
的
に
実
績

分
を
考
慮
し
、減
額
変
更
で
３
割
程

度
減
額
し
て
、
７
２
９
万
９
０
０
０

円
支
払
い
ま
し
た
。

９月定例会
（ ９/７～11 ）



分担金及び負担金  1875円 
使用料及び手数料 1773円
財産収入 1336円
寄附金 2109円

地方譲与税 3667円 
利子割交付金 160円
配当割交付金 547円
株式等譲渡所得割交付金 595円
地方消費税交付金 1万5430円
自動車取得税交付金 1519円
地方特例交付金 354円　
交通安全対策特別交付金 126円

その他
7093円繰入金

1万2291円

議会費
7556円

　
　
自主

財源
　　　　　　依存財源

町民みなさん
からの税金
13万9499円

繰越金
2万357円

諸収入
1万2955円 地方交付税

11万9169円

町債
2万5789円

県からもらうお金
1万8555円

国からもらうお金
3万2341円

その他
2万2398万円

入っ
たお金（歳入）　

　

使ったお金（歳

出
）

計画推進のため
7万5991円

福祉等の充実に
10万8672円

土木工事などに
4万8098円

学校教育などに
4万6170円

公債費
3万4996円

衛生費
2万6947円

消防費
2万3224円農林水産業費

9418円

商工費
6028円
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何にいくら
使われたの
でしょうか？

黒
澤
克
久
議
員

　

平
成
29
年
度
の
決
算
状
況
を
見
ま

す
と
、
一
般
会
計
に
お
い
て
は
歳
入

歳
出
と
も
前
年
度
決
算
額
を
下
回
り
、

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
適
切
な
活
用

が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
特
別
会
計

に
お
い
て
は
、
各
会
計
と
も
に
、
町
民

の
皆
様
の
ご
協
力
と
ご
理
解
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
安
定
し
た
成
果
を
感
じ
ら

れ
ま
す
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
厳
し
い
財
源
の

中
、
各
会
計
と
も
良
好
に
運
営
が
執

行
さ
れ
て
い
る
と
確
信
し
、
決
算
認
定

に
賛
成
を
し
ま
す
。

決
算
に
賛
成
で
す

討論

こ
の
よ
う
な
経
過
で
、議
会
は

平
成
29
年
度
各
会
計
決
算
を

全
員
賛
成
で
認
定
し
ま
し
た

※円未満は四捨五入の計算方法で記載しているため、合計額が一致しない場合があります。
※平成30年９月１日現在の人口（8,370人）で計算しています。

町民１人
当たり

にすると…

今日も１日「安全運転」で今日も１日「安全運転」で

 

自
動
車
修
繕
費
１
８
３
万
円

の
中
身
は
。

 

公
用
車
が
32
台
で
、
人
身
事

故
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
８
件

の
物
損
事
故
が
あ
り
ま
し
た
。
事

故
報
告
書
は
提
出
さ
せ
て
い
ま
す
。

 

法
定
外
繰
入
金
を
戻
し
た
理

由
と
今
後
の
考
え
方
は
。

 

給
付
の
不
足
分
等
の
た
め
、
法

定
外
繰
入
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
収

納
率
の
向
上
や
交
付
金
の
増
額
等

に
よ
り
単
年
度
収
支
が
黒
字
と
な

り
、
繰
り
入
れ
な
く
て
も
済
み
ま

し
た
。
制
度
改
革
後
、
収
支
の
動

向
を
見
な
が
ら
考
え
て
い
き
ま
す
。

 

発
生
汚
泥
の
量
、
処
理
の
委

託
先
、
放
射
能
汚
染
の
測
定
は
。

 

発
生
汚
泥
は
２
７
２
ｍ3
で
、
週

１
回
４ｍ3
の
搬
出
。
委
託
先
は
三
菱

マ
テ
リ
ア
ル
で
す
。
放
射
能
測
定
は

２
０
１
１
年
５
月
以
降
、
ヨ
ウ
素
と

セ
シ
ウ
ム（
１
３
７・１
３
４・１
３
６
）

を
毎
月
測
定
し
て
い
ま
す
が
、
基

準
値
以
下
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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注）※印は議長（議事進行を行う議長は賛否の表明はしません。
賛否同数の場合のみ議長裁決として賛否表明し、その場合は「裁」
と記載します）

審
議
結
果

向
井
芳
文

黒
澤
克
久

阿
左
美
健
司

宮
原
み
さ
子

浅
見
裕
彦

新
井
鼓
次
郎

内
藤
純
夫

大
野
伸
恵

若
林
想
一
郎

関
根　

修

小
泉
初
男

若
林
清
平

町長提出議案
報
告
横瀬町の健全化判断比率及び横瀬町の公営企業における資金不足
比率について 了承 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○

一
部
改
正

横瀬町議会の議決すべき事件に関する条例の一部改正 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○
横瀬町職員の分限の手続及び効果に関する条例の一部改正 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○
横瀬町重度心身障害者医療費支給に関する条例の一部改正 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○

平
成
29
年
度 

決
算

横瀬町一般会計歳入歳出決算の認定 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○
横瀬町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○
横瀬町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○
横瀬町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○
横瀬町下水道特別会計歳入歳出決算の認定 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○
横瀬町浄化槽設置管理事業特別会計歳入歳出決算の認定 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○

平
成
30
年
度 

補
正予
算

横瀬町一般会計補正予算（第2号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○
横瀬町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○
横瀬町介護保険特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○
横瀬町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○
横瀬町下水道特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○
横瀬町浄化槽設置管理事業特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○

人
事

人権擁護委員候補者の推薦について（村越和昭さん） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○
人権擁護委員候補者の推薦について（浅見きよみさん） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○
横瀬町教育委員会委員の任命について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○

請
願
横瀬町における受動喫煙防止対策に関する請願 委員会付託 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○
東海第二原子力発電所の運転延長を行わないことを求める請願 委員会付託 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○

賛成…○　反対…×
欠席…欠

平成30年度補正予算を可決 
質疑をピックアップ

平成30年９月定例会［ 審議した議案と結果 ］

７
月
豪
雨
見
舞
金
な
ど
、
寄
附
金
額
の
基
準
は

あ
る
の
か
。

県
の
町
村
会
の
ベ
ー
ス
で
の
基
準
で
行
っ
て
い
ま
す
。

学
校
教
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
環
境
整
備
は
、
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
く
の
か
。
ま
た
、
ネ
ッ
ト
依
存
に
対
し
て
の

対
策
は
。

３
年
程
度
か
け
て
策
定
業
務
を
検
討
し
ま
す
。
ネ
ッ

ト
依
存
に
対
し
て
は
、
年
1
回
警
察
か
ら
の
指
導
を
行
っ

て
い
ま
す
。
中
学
校
で
は
、
試
験
期
間
は
ア
ウ
ト
メ
デ
ィ

ア
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

旧
芦
ヶ
久
保
小
の
浄
化
槽
設
置
工
事
で
排
水
の
問

題
は
解
決
す
る
の
か
。

解
決
す
べ
き
対
応
を
で
き
る
よ
う
行
っ
て
い
ま
す
。

町
営
住
宅
の
住
宅
管
理
費
移
転
料
の
内
訳
は
。

引
っ
越
し
費
用
と
移
転
先
の
取
得
費
用
、
民
間
住

宅
と
の
家
賃
差
額
分
で
す
。

産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業

費
補
助
金
の
申
請
内
容
は
。

観
光
農
園
の
ブ
ド
ウ
棚
に

屋
根
を
設
置
す
る
費
用
の
補
助

金
で
す
。

浄
化
槽
設
置
負
担
金
の
減

額
理
由
は
。

７
人
槽
よ
り
５
人
槽
の
設

置
が
多
か
っ
た
た
め
で
す
。

確かに古い……（町営住宅）確かに古い……（町営住宅）
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一般質問とは、議員が政策提言も含めて町政全般に
ついて質問するものです。この議会だよりでは、議員
本人が執筆（要約）したものを掲載しています。

７人の議員が
登壇しました７名が町に問う

一 般 質 問
　大

おお

野
の

伸
のぶ

恵
え

議員が聞く！

住民のいのちと生活を守る取り組みを
自
然
災
害
時
の
防
災
行
政
無
線

や
防
災
メ
ー
ル
の
発
信
時
期
は
。

総
務
課
長 

県
や
気
象
庁
等
の
情

報
を
も
と
に
、
必
要
に
応
じ
て
防
災

無
線
等
で
避
難
勧
告
等
を
行
い
ま
す
。

特
に
危
険
と
重
点
を
置
く
箇
所

は
ど
こ
か
。
ま
た
河
川
増
水
時
、
浸

水
の
お
そ
れ
の
あ
る
和
田
河
原
地

区
の
危
険
水
位
を
ど
の
よ
う
に
設

定
し
、
避
難
勧
告
を
出
す
の
か
。

総
務
課
長 

土
砂
災
害
警
戒
区
域

等
を
重
点
箇
所
と
考
え
て
い
ま
す
。

横
瀬
川
は
県
管
理
の
一
級
河
川
な
の

で
、
情
報
共
有
を
図
り
な
が
ら
雨
量

情
報
を
も
と
に
判
断
し
ま
す
。

林
業
振
興
に
お
け
る
人
材
と
担

い
手
の
育
成
を
ど
う
図
る
か
。

振
興
課
長 

す
ぐ
の
人
材
育
成
は

難
し
い
の
で
、
県
の
林
業
技
術
者
研

修
事
業
を
案
内
す
る
考
え
で
す
。

森
林
管
理
道
・
二
子
線
の
今
後
は
。

町
長 

残
り
は
３
０
０
０
メ
ー
ト

ル
。
ど
ち
ら
が
町
の
た
め
に
な
る
か

を
考
慮
す
る
と
、
今
す
ぐ
の
再
開
判

断
は
難
し
い
と
考
え
ま
す
。

横
瀬
町
で
も
、
返
済
不
要
の
給

付
型
奨
学
金
を
導
入
し
よ
う
と
す

る
考
え
が
あ
る
か
。

教
育
次
長 

目
的
、
要
件
が
重
要

で
あ
り
、
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
の

給
付
型
奨
学
金
の
導
入
は
難
し
い
と

思
い
ま
す
。

行政運営の継続を
就
任
以
来
、
人
口
減
少
問
題

等
に
真し

ん

し

に
取
り
組
ま
れ
、
持
続

可
能
な
町
へ
の
一
歩
で
あ
る
「
出
生

数
」
も
維
持
さ
れ
た
。

　

行
政
の
継
続
を
望
む
が
、
２
期

目
に
向
け
て
、
町
長
選
立
候
補
の

表
明
は
。

町
長　

引
き
続
き
町
民
の
皆
さ

ん
と
と
も
に
、
大
き
な
変
化
の
時
代

に
積
極
的
に
臨
み
、
住
み
よ
い
町
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

謙
虚
に
、
誠
実
に
、
大
胆
に
町

政
に
当
た
ら
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

小
学
校
建
設
に
向
け
て
、
町

長
の
基
本
理
念
は
。

町
長　
「
小
学
生
フ
ァ
ー
ス
ト
」

で
考
え
ま
す
。
第
一
校
舎
は
、
使
い

方
を
別
と
し
て
も
町
の
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
残
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

木
造
ま
た
は
木
質
化
を
基
本
と

し
、
住
民
の
意
見
を
聞
き
、
町
の
英

知
と
総
力
を
挙
げ
、
臨
み
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

横
瀬
町
森
林
計
画
を
踏
ま
え
、

森
林
の
適
切
な
管
理
は
。

振
興
課
長　

町
と
し
て
も
十
分

に
整
備
さ
れ
て
い
る
状
態
で
は
な
い

と
認
識
し
て
お
り
、
国
の
制
度
改
正

に
対
応
す
る
た
め
に
も
、
職
員
体

制
の
見
直
し
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

　
　
　

安心、安全な町の取り組みは？
　宮

みやはら

原みさ子
こ

議員が聞く！

学
校
で
の
心
肺
蘇
生
教
育
と

Ａ
Ｅ
Ｄ
に
関
す
る
児
童
生
徒
、
教

職
員
に
対
す
る
実
施
状
況
と
具
体

的
な
取
り
組
み
と
今
後
の
方
向
は
。

教
育
長　

小
・
中
学
校
と
も
、

学
校
保
健
安
全
法
に
基
づ
く
「
防
災

マ
ニュ
ア
ル
」
を
作
成
し
、
危
険
予
測

に
対
応
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

中
学
校
で
は
、
毎
年
各
部
か
ら
リ
ー

ダ
ー
を
中
心
に
心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ

Ｄ
使
用
法
の
講
習
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

教
職
員
全
員
に
対
す
る
講
習
も

１
学
期
中
に
毎
年
実
施
し
て
お
り
、

今
後
も
児
童
生
徒
の
命
を
守
る
た

め
、
万
一
に
対
応
で
き
る
た
め
に
も

心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
法
の
講

習
会
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

不
育
症
の
周
知
や
患
者
支
援

の
推
進
に
つ
い
て
、
町
と
し
て
の

取
り
組
み
は
。

子
育
て
支
援
課
長　

町
で
は
、

平
成
28
年
度
か
ら
不
妊
・
不
育
治

療
費
助
成
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
今
年
度
か
ら
は
、
不
妊
症
検

査
・
不
育
症
検
査
費
助
成
事
業
を

実
施
し
、
経
済
的
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

今
後
も
周
知
啓
発
に
努
め
、
必

要
と
す
る
方
が
気
兼
ね
な
く
相
談

で
き
る
体
制
に
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　浅
あさ

見
み

裕
やすひこ

彦議員が聞く！



 でご覧いただけます。パソコンやスマートフォンなどからは、横瀬町議会の
　できます。ぜひ議場に足を運んでみてください。お待ちしています！
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防
災
政
策

公
会
堂
、
集
落
セ
ン
タ
ー
へ
の

補
修
補
強
の
補
助
金
の
現
状
は
。

ま
ち
経
営
課
長　

横
瀬
町
に

は
公
会
堂
、
集
会
施
設
の
新
築
、

増
改
築
事
業
に
関
わ
る
補
助
金
の

交
付
要
綱
が
あ
り
ま
す
が
、
概
要

に
つ
い
て
は
昭
和
54
年
度
に
施
行
し

て
以
来
、
か
な
り
の
年
数
が
経
過
し

て
い
ま
す
。
今
後
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ

く
り
の
面
、
耐
震
化
を
含
め
た
防

災
対
策
の
面
、
対
象
施
設
の
補
助

金
額
な
ど
、
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

ま
ち
な
か
活
性
化
事
業
に
つ
い
て

ま
ち
な
か
活
性
化
事
業
で
目

指
し
て
い
る
方
向
性
は
。

ま
ち
経
営
課
長　
ア
イ
デ
ア
収

集
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
町
民
の
皆
様
を
対
象
に
実
施
。

課
題
や
５
年
後
10
年
後
の
横
瀬
町

の
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
意
見
交
換

を
行
っ
て
い
ま
す
。

町
長　

ま
ち
な
か
活
性
化
事

業
に
つ
い
て
は
、
ふ
る
さ
と
財
団
の

助
成
金
が
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
目
指
し
て
い
る
方
向
性
で

は
、
キ
ー
ワ
ー
ド
で
言
う
と
「
多
様

性
が
あ
る
」「
世
代
を
超
え
る
不
変

性
持
続
性
が
あ
る
」、
そ
う
い
う
ま

ち
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

町
長
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
検
証

掲
げ
た
目
標
や
施
策
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て
町
民
の
皆
様
に
お

知
ら
せ
す
る
こ
と
は
、
町
長
の
責

務
だ
。
各
施
策
の
対
応
・
成
果
・

課
題
及
び
今
後
の
見
通
し
を
問
う
。

「
日
本
一
の
町
づ
く
り
」
に
向
け
て
、

創
り
出
せ
た
も
の
、
生
み
出
せ
た

も
の
は
あ
る
か
。

町
長　

全
体
と
し
て
ま
ず
ま
ず

の
進
捗
で
す
。
個
別
に
は
課
題
も
あ

り
ま
す
が
、
確
か
な
手
応
え
を
感

じ
て
い
ま
す
。
人
口
減
少
対
策
に
つ

い
て
は
最
優
先
課
題
で
あ
り
、
新
た

な
課
題
設
定
を
し
、
組
織
体
制
を

整
え
ま
し
た
。

所
有
者
不
明
の
土
地
問
題

所
有
者
不
明
の
土
地
に
つ
い
て
、

国
は
有
効
活
用
に
向
け
、
新
た
な

制
度
の
導
入
を
進
め
て
い
る
。
当

町
の
今
後
の
地
籍
調
査
事
業
の
実

施
計
画
に
つ
い
て
問
う
。

　

ま
た
企
業
誘
致
な
ど
、
地
籍
調

査
を
先
行
さ
せ
る
計
画
は
あ
る
か
。

建
設
課
長　

公
共
事
業
を
進

め
る
に
当
た
っ
て
、
所
有
者
が
確
認

で
き
る
も
の
は
約
８
割
で
、
２
割
は

追
跡
調
査
が
必
要
な
状
況
で
す
。

地
籍
調
査
は
、
平
成
31
年
度
か
ら

実
施
予
定
で
す
。

職
員
の
業
務
量
は
適
正
か
。

総
務
課
長　

住
民
ニ
ー
ズ
の
多

様
化
な
ど
で
業
務
量
は
増
大
。
財

政
状
況
、
人
口
減
少
を
見
据
え
、

行
政
運
営
の
効
率
化
の
必
要
性
も

認
識
し
て
お
り
、
各
課
で
事
務
の
平

準
化
の
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

採
用
人
数
が
若
干
名
と
、
幅

が
あ
る
が
。

町
長　

応
募
し
や
す
く
す
る
た

め
で
す
。
無
条
件
に
採
用
す
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

仕
事
の
効
率
ア
ッ
プ
に
取
り

組
め
ば
、
採
用
人
数
は
抑
え
ら
れ

る
の
で
は
。

町
長　
一
人
一
人
の
仕
事
量
は

把
握
し
て
い
ま
す
。
合
理
化
し
た
い

で
す
が
、
な
か
な
か
そ
の
余
地
は
あ

り
ま
せ
ん
。

新
人
職
員
が
や
っ
て
い
る
受
付

業
務
よ
り
費
用
対
効
果
の
あ
る
住

民
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
と
思
う
が
。

総
務
課
長　

費
用
対
効
果
の

順
位
は
下
が
り
ま
す
が
、
新
人
教

育
の
一
環
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

異
動
し
た
職
員
の
と
こ
ろ
に

新
人
職
員
が
行
か
な
い
配
慮
は
。

町
長　

人
の
組
み
合
わ
せ
を
考

え
て
組
み
立
て
を
し
て
い
ま
す
。
き

め
細
か
い
運
営
は
し
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

  阿
あ さ み

左美健
けん

司
じ

議員が聞く！

職員採用と業務量について

　黒
くろさわ

澤克
かつひさ

久議員が聞く！

防災対応は、できてますか!?

　若
わかばやし

林想
そういちろう

一郎議員が聞く！

日本一の町づくりに向けて



一般質問をはじめ本会議での発言全文は、図書館に置いてある会議録　　
ホームページにアクセスしてください。また、本会議はどなたでも傍聴　
一
ホ
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万全な備えと（居）場所づくり
町
指
定
緊
急
避
難
場
所
か
ら

外
れ
た
公
会
堂
を
区
指
定
の
避
難

所
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
耐
震

等
の
問
題
が
あ
る
が
、
そ
れ
を
解

決
す
る
た
め
の
費
用
負
担
を
町
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

ま
ち
経
営
課
長　

県
や
国
の
補

助
金
を
活
用
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、

対
象
に
な
る
補
助
金
メ
ニ
ュ
ー
は
い

く
つ
か
あ
り
ま
す
が
、
ハ
ー
ド
ル
が

高
く
難
し
い
状
況
で
す
。

　

た
だ
、
全
て
の
補
助
金
メ
ニ
ュ
ー

を
把
握
で
き
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

の
で
、
今
後
も
探
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

就
労
支
援
・
ひ
き
こ
も
り
支

援
の
現
状
と
今
後
の
展
望
は
。

健
康
づ
く
り
課
長　
ひ
き
こ
も

り
は
個
々
に
応
じ
た
対
応
が
必
要

で
あ
り
、
相
談
窓
口
で
あ
る
保
健
所

と
連
携
す
る
と
と
も
に
、
心
の
健
康

相
談
や
講
演
会
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
多
面
的
な
支
援
が
必
要

で
あ
り
、
関
係
機
関
と
連
携
を
図

る
と
と
も
に
家
族
を
含
め
た
支
援

の
充
実
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　向
むか

井
い

芳
よしふみ

文議員が聞く！

 決算が同意されました
　秩父広域市町村圏組合議会は、７月11日
に全員協議会、７月24日に第２回定例会が開
催されました。全員協議会では、橋立浄水場
の進捗状況等が報告され、第２回定例会では、
議案第12号「平成29年度の水道事業利益処
分及び決算について」及び議案第13号、議案
第14号、議案第15号が審議され、それぞれ
可決・同意されました。

児童・生徒の安全に対する取り組み
　今年は猛暑。そこで児童生徒の安全に対す
る取り組みを所管事務調査で行いました。教
育委員会における①学校施設におけるブロッ
ク塀の状況、通学路の危険箇所　②高温・熱
中症への対応　③見守り活動の対応状況の説
明をいただき、質疑応答を行いました。
　委員会終了後、小学校・中学
校のブロック塀の視察を行いま
した。

衛生的な暮らしのカナメです！
　8月27日に産業建設常任
委員会を開きました。今回は
町の下水道事業、浄化槽設置
管理事業を審査しました。こ
れらは私たちの衛生的な生活を維持するため
に欠かせない事業です。建設課より、今まで
の進捗、今後の計画の説明を受け、そのあと
川東13区にある水質管理センターで、汚水が
きれいに浄化される過程を視察しました。

産業建設常任委員会総務文教厚生常任委員会

秩父広域市町村圏組合議会

９月定例会を傍聴した方から、感想をいただきました。

傍聴ナビ
区長会副会長

意気込みを
　感じました

　私が傍聴した日は、町長の２期目の出馬表明
が予想されていたためか、報道陣を含め16名
ほど詰めかけていました。議員はよく調査し質問
し、担当課長は丁寧に、町長は全てを把握し熱
く答弁されていました。町の計画、執行に対し議
員によるチェック提案機能が働いていて双方で
町をよくしていこうという意気込みと、健全なる
議会運営がなされていると感じました。

町田邦明さん



詳細は議会ホームページをご覧いただくか
議会事務局TEL 25-0119にお問合せください

次の定例会は
12月上旬開会予定

条例や補正予算を中心に審議します。
　　　傍聴、お待ちしています！

［群馬県甘楽町］
国指定名勝の楽山園と
小幡地区の古い町並み
　景観整備とともに観光トイレ
にも力を入れているとのことで、
来訪者受け入れの姿勢につい
て参考となりました。

［埼玉県滑川町］
給食費無償化・土地区画
整備及びデマンド交通に
ついて
　人口減少が社会問題になる中
で人口が増加している町です。
子育て支援として、給食無償化
を実施。また、町内の２駅周辺
の市街地整備などの結果による
とのことでした。各事業それぞ
れ創意工夫されており、示

し さ

唆に
富む研修となりました。

議会行政視察（10月10日・11名参加）

ここから見る夕陽はきれいです♪
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毎年恒例「おいしい給食」試食会
けっこう多いね

もう少し食べたい…
やっぱりうまいな

武甲山の町造林を視察

平成最後の暑い夏はいかがだったでしょうか。
今年は関東大震災から95年です。「災害は忘
れた頃にやってくる」と言われますが、最近は
次から次に来ていますので、今回の議会でも、
災害対応への質疑が多かったと感じました。
また、29年度決算についてもさまざまな議論
がありました。わかりやすく伝えたつもりですが、
どうだったでしょうか。感想などいただけるとう
れしいです。最後までご覧いただき、
ありがとうございました。（K・A）

編集を終えて

町民グラウンド駐車場先にある小高い山で、
地域の憩いの場所となるよう、ボランティ
アの方々によって整備が進められています。
公園内には、武蔵野美術大学とのコラボに
よるアート作品もあります。ぜひ足を運んで
みてください。

　　   表紙 “クイズdeよこぜ ”
　　   こたえは

「花咲山公園」です


